
 

 

広島県「みんなで減災」一斉地震防災訓練の実施について 
 
１ 要旨・目的 

地震が発生したときに，直ちに身の安全を守る行動をとることができるよう，広島県「みん

なで減災」県民総ぐるみ運動の一環として，県内一斉に地震防災訓練を実施する。 

 
２ 現状・背景 

11 月５日の「津波防災の日」に合わせ，平成 25 年度から毎年度実施している。 

 
３ 概要 

（１）実施主体 

   広島県 

 
（２）実施日時 

   令和３年 11 月５日（金）午前 10 時 

 
（３）場所 

   学校，職場，地域など，それぞれの場所 

 
（４）実施内容 

   新たに「Yahoo!防災速報」アプリ等からの地震発生を知らせる合図により，「安全行動 1-

2-3」を行い，加えて，県で作成した教材を活用し，プラスワン訓練を行う。 

 

＜安全行動 1-2-3＞ 

  

 

 

 

 

 

＜プラスワン訓練（訓練と併せて取組を促す事項）＞ 

 ○ 災害危険箇所の確認 

 ○ 備蓄物資の確認 

 ○ 避難訓練・避難誘導訓練（避難所開設訓練を含む） 

 ○ 情報伝達・安否確認訓練 など 

 

（５）参加目標 

   60 万人（令和３年 10月 29 日（金）まで参加受付） 

※昨年度の参加者数：約 51 万８千人 

 

（６）参考（教材掲載場所） 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/249/isseijisin.html  
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